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永
年
に
わ
た
り
、建
具

製
作
一
筋
に
精
励
さ
れ
、

市
工
業
展
で
は
市
長
賞

な
ど
を
受
賞
。ま
た
、市
・

県
・
全
国
の
建
具
組
合
の

役
員
を
歴
任
し
、１
級
建

具
技
能
士
、職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
、後
進
の

指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

廣
瀬
　
貞
一 

氏（
椎
迫
）

建
具
製
作

　
県
美
容
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
や
大
分
地
区

理
容
美
容
環
境
衛
生
協

会
の
要
職
を
歴
任
し
、

ま
た
、
国
家
試
験
の
試

験
委
員
と
し
て
も
理
容

美
容
業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

技
術
の
向
上
と
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

黒
田
　
照
義 

氏（
田
中
町
）

美
容

　
日
本
造
園
組
合
連
合

会
県
支
部
の
分
会
長
、

副
支
部
長
を
歴
任
し
、

現
在
は
そ
の
高
い
技
術

や
永
年
の
経
験
を
生
か

し
て
お
お
い
た
み
ど
り

の
会
・
県
造
園
技
能
士
会
な
ど
の
事
務
局
を
兼

任
し
、後
進
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。 山

村
　
久
夫 

氏（
田
尻
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
）

造
園

　
１
級
広
告
美
術
技
能

士
、屋
外
広
告
士
の
資
格

を
有
し
、全
九
州
広
告
美

術
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
展
で

常
に
上
位
入
賞
を
果
た
す

と
と
も
に
、業
界
団
体
で

要
職
を
歴
任
し
、技
能
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
厚
生
労
働
省
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」に

認
定
さ
れ
、指
導
員
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
田
　
誠
司 

氏（
賀
来
南
）

広
告
美
術
仕
上
げ

　
九
州
地
区
ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技

大
会
で
第
２
位
と
な
り
、

県
初
の
九
州
代
表
と
し

て
出
場
し
た
全
国
大
会

で
は
見
事
に
第
３
位
に

輝
き
、厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。日
ご
ろ
か
ら
研
鑽
を
積
み
、

業
界
の
技
能
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
　
琢
弥 

氏（
城
原
）

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
１
級
着
付
け
技
能
士

の
資
格
を
有
し
、
全
国

大
会
の
白し
ろ

無む

垢く

花
嫁
部

門
で
優
勝
す
る
な
ど
優

秀
な
技
能
を
有
し
、
目

標
に
向
か
っ
て
粘
り
強

く
弛た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
続
け
、的
確
な
指
導
で
後
進

の
育
成
に
努
め
る
姿
勢
は
模
範
と
な
っ
て
い
ま

す
。 川

嶋
　
恵
子 

氏（
明
野
北
）

美
容
着
付
け

　
西
洋
料
理
一
筋
に
研

鑽
を
積
み
、
各
種
技
術

コ
ン
ク
ー
ル
に
積
極
的

に
参
加
し
、
県
代
表
と

し
て
九
州
大
会
に
出
場

し
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
る
と
と
も
に
、調
理
技
術
を
生
か
し
て
地
域

の
行
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
　
義
浩 

氏（
東
大
道
）

調
理
（
西
洋
料
理
）

　
高
校
卒
業
後
、「
別
府

竹
細
工
」の
世
界
に
入

り
、34
歳
で
国
か
ら「
伝

統
工
芸
士
」に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
数
々
の
展

覧
会
で
入
賞
を
果
た
す

ほ
か
、竹
製
の
表
彰
状
が
平
成
20
年
の
大
分
国

体
で
使
用
さ
れ
、そ
の
美
し
さ
に
注
目
が
集
ま

る
な
ど
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
岩
　
孝
二 

氏（
富
士
見
が
丘
東
）

竹
工
芸

　
鉄
工
一
筋
に
技
能
の

研
鑽
を
積
み
、１
級
鉄

工
技
能
士
、職
業
訓
練

指
導
員
の
資
格
を
有
し

「
厚
生
労
働
省
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
」に
認
定

さ
れ
、後
進
の
指
導
・
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
、技
能

を
活
か
し
た
地
域
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

矢
野
　
勝
義 

氏（
下
八
幡
）

鉄
工

　
１
級
造
園
技
能
士
を

は
じ
め
、
造
園
に
関
す

る
多
く
の
資
格
を
有

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会

に
お
い
て
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
自
治

区
や
小
学
生
な
ど
に「
造
園
技
法
」や「
緑
の
大

切
さ
」を
伝
え
る
講
師
と
し
て
社
会
貢
献
活
動

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
部
　
寛 

氏（
小
佐
井
）

造
園

　
第
１
種
電
気
工
事

士
、１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
な
ど
の
資

格
を
有
し
、
後
進
の
技

能
向
上
と
指
導
・
育
成

に
尽
力
さ
れ
、
平
成
16

年
に
は
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建

設
マ
ス
タ
ー
）を
受
賞
さ
れ
、他
の
模
範
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
藤
　
輝
行 

氏（
星
和
台
）

電
気
工
事

　
１
級
石
材
施
工
技
能

士
の
資
格
を
有
し
、特
に

石
張
り
作
業
に
優
れ
た

技
能
を
発
揮
さ
れ
て
い

ま
す
。体
験
教
室
指
導
員

と
し
て
小
学
生
に
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
教
え
る
ほ
か
、旧
国
道
10
号

脇
の
倒
れ
た
地
蔵
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
復
す
る

な
ど
、社
会
貢
献
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
浦
　
正
己 

氏（
け
や
き
台
）

石
材
施
工

技
能
の
匠

期
待
の
匠
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１
級
表
装
技
能
士
、職

業
訓
練
指
導
員
の
資
格

を
有
し
、全
国
表
具
経
師

内
装
組
合
連
合
会
功
績

賞
、九
州
表
具
文
化
協
会

功
績
賞
を
受
賞
す
る
ほ

か
、市・県
の
組
合
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、後
進
の

指
導・育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
　
　
洋 

氏（
城
崎
町
）

表
装
（
表
具
）

　
50
年
以
上
の
永
き
に

わ
た
り
、
経
験
と
実
績

を
積
ま
れ
数
多
く
の
工

事
に
携
わ
り
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
現
場
を

指
揮
し
安
全
か
つ
円
滑

に
工
事
を
施
工
す
る
と
と
も
に
、業
務
に
精
励

す
る
姿
勢
は
他
の
模
範
と
な
り
、多
く
の
後
進

の
指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

芦
刈
　
信
義 

氏（
顕
徳
町
）

土
工

　
永
年
に
わ
た
り
、美

容
お
よ
び
婚
礼
着
付
の

研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
、品
格
と

伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら

も
時
代
に
即
し
た
着
付

け
技
術
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、優
れ
た
技
能
を
有
す
る
業
界
団
体
の
模

範
講
師
と
し
て
、後
進
の
育
成
に
も
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

宮
迫
　
光
子 

氏（
角
子
原
）

美
容
着
付
け

　
１
級
熱
絶
縁
施
工
技

能
士
、
登
録
保
温
保
冷

基
幹
技
能
者
な
ど
の
資

格
を
有
し
、
優
れ
た
指

導
力
や
判
断
力
を
発
揮

し
、
技
能
検
定
委
員
と

し
て
も
業
界
の
技
能
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、地
域
や
子
ど
も
へ
の
奉
仕
活
動
に
も

幅
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
城
　
保

 

氏（
三
川
上
）

熱
絶
縁
施
工

　
中
国
料
理
専
門
調
理

師
・
調
理
技
能
士
の
資

格
を
有
し
、
日
本
中
国

料
理
協
会
県
支
部
を
立

ち
上
げ
、
役
員
と
し
て

後
進
の
技
術
指
導
・
育

成
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、優
れ
た
調
理
技
術
で

業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
武
　
優 

氏（
明
磧
町
）

調
理
（
中
国
料
理
）

　
永
年
に
わ
た
り
、ビ
ル

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
一
筋
に

精
励
さ
れ
、県
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
の
役
員

や
技
能
検
定
委
員
な
ど

を
歴
任
し
、業
界
の
技
能

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、特
別
支
援
学

校
の
就
労
支
援
を
目
的
と
し
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ
検

定
」制
度
の
構
築
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

入
江
　
浩
司 

氏（
長
浜
町
）

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
昔
な
が
ら
の
製
法
に

よ
る
豆
腐
製
造
に
永
年

精
励
し
、
市
豆
腐
油
揚

協
同
組
合
、
県
豆
腐
商

工
組
合
な
ど
の
役
員
を

歴
任
さ
れ
、
豆
腐
製
造

の
技
術
向
上
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る

な
ど
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
　
徹
朗 

氏（
北
下
郡
）

豆
腐
製
造

　
１
級
配
管
技
能
士
を

は
じ
め
、管
工
事
に
関
す

る
多
く
の
資
格
を
有
し
、

業
界
の
技
能・
技
術
向
上

の
た
め
、職
業
訓
練
指
導

員・
検
定
員
と
し
て
後
進

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
理
事
な
ど
を
歴
任
し
、業
界
の

発
展
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
　
泰
男 

氏（
金
谷
迫
）

管
工
事

　
１
級
型
枠
施
工
技
能

士
や
職
業
訓
練
指
導
員

の
資
格
を
有
し
、ま
た
、

優
秀
施
工
者
国
土
交
通

大
臣
顕
彰（
建
設
マ
ス

タ
ー
）を
受
賞
さ
れ
、後

進
の
指
導
に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も

に
、県
建
設
型
枠
工
事
業
協
同
組
合
の
要
職
を

歴
任
し
、業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邉
　
薫 

氏（
皆
春
）

型
枠
施
工

お問い合わせ　商工労政課　☎ 5 3 7- 5 9 6 4

大分市
技能者表彰
　市では、さまざまな分野で市の産業振興の発展に貢献したと認められる技能者をたたえ、表彰を行っています。今
年から、優れた技術を習得し、模範となる技能者を幅広い世代から表彰するために「功労の匠」・「技能の匠」・「期待
の匠」を創設し、21 人の方々を 11 月 24 日㈫に表彰しました。受賞された皆さんを紹介します。（順不同）

さまざまな分野で活躍する技能者を表彰

功
労
の
匠

2H27.12.15



Ａ
．
多
く
の
消
防
団
員
は
民
間
企
業
や

農
林
水
産
業
、
官
公
庁
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
に
就
き
な
が
ら
、
月
に
数
回
ほ
ど
仕

事
終
わ
り
や
休
日
に
訓
練
し
て
い
ま
す
。

ま
た
訓
練
だ
け
で
な
く
、
県
消
防
学
校
の

各
種
研
修
に
参
加
し
、
消
防
団
員
と
し
て

の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

お問い合わせ　消防局総務課　☎532-2188

頼れる

知ってる？
消防団の活動

あなたのまちの
消防団
　消防団は、消防署と連携を取りながら活動してい
る自主的な消防機関です。市内では 2,253 人（12
月１日現在）の消防団員が地域住民の安心・安全を
日々守っています。そんなあなたのまちの消防団を
紹介します。

消防団は、地域の安心・安全を守る身近な存在。
日々の訓練のほかにも、啓発活動や救命講習などさまざまな活動をしています。

市消防団では、地域防災のリーダーとして男性・女性団員を募集し
ています。地域のためにあなたの力を生かしてみませんか。興味の
ある人は、消防局総務課（☎532-2188）へお問い合わせください。
◆ 入団資格　

●市内に居住している ●年齢が18歳以上60歳未満である

頼れる
あなたのまちの
消防団

救命講習
傷病者を発見したとき、地域住民が
適切な処置ができるように、救命講
習を定期的に開催しています。

出初式
新年最初の行事です。１年の地
域の安全を祈るとともに、地域
住民に日ごろの訓練の成果を
披露する場にもなっています。

年末夜警
年の瀬の火災予防のため、地域の
消防団員が見回りを行っています。
日時　12月27日㈰～30日㈬
　　　午後８時～午前０時
規模　●人員　延べ3,800人
　　　●車両　延べ732台

防災啓発活動
もしものときの災害から身を守るため
には、地域住民の防災意識を高めるこ
とが重要です。地域の防災訓練のほか、
幼稚園で防災に関する劇・紙しばいな
どの啓発活動を行っています。

日々の訓練
地域で火災や何らかの災害が
起こったとき、適切な行動をと
るためには普段からの訓練が
大切。地域のために頑張ります！

冬
は
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、

火
事
が
発
生
し
や
す
く
な
る

季
節
で
す
。
火
の
用
心
！！

市消防団 女性団員
後藤 智子さん

ラッパ隊による演奏や
古典ばしごの演技にも注目です

気になる消防団のＱ＆Ａ

消防団員求ム！

Ａ
．
い
ま
す
！
市
で
は
29
人
（
12
月
１
日
現

在
）
が
所
属
し
て
い
て
、
メ
ン
バ
ー
は
主
婦

や
会
社
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
防
災
に
関
わ
る
広
報
活
動
や
救

命
講
習
の
指
導
、
災
害
発
生
時
に
は
、
救
助

活
動
隊
の
後
方
支
援
も
行
い
ま
す
。

Ｑ
１
．
消
防
団
っ
て

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で

訓
練
が
あ
る
ん
で
す
か
？

Ｑ
３
．
消
防
団
に
は
女
性
も
い
る
の
？

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

Ａ
．
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
奉
仕
の

精
神
か
ら
な
る
集
団
で
す
が
、だ
か
ら
こ
そ
、

消
防
団
員
一
人
ひ
と
り
に
安
心
し
て
活
動
を

行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
階
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団員に
　　聞いてみ

よう！
●入団したきっかけは何ですか？

以前からさまざまな災害から地域を守る消防団に憧れがありました。ずっと機会がな
いままでしたが、大在地区に引っ越してきて回覧板の消防団員募集のチラシを見てす
ぐに入団を決意しました。

●入団してから大変だったことはありますか？
仕事と消防団の活動の両立ですね。消防団の行事前など多いときは週３回ほど訓練が
あり、仕事で残業のときは、訓練に参加できないこともあります。体力的にきついと
きもありますが、自分たちの活動が地域の人たちを守っている、ということにやりが
いを感じます。どんなに疲れていても、制服に袖を通すと気が引き締まります。

●入団して良かったことはありますか？
地域の人とのつながりができたことですね。実は、わたし
は市外の出身で、引っ越したときに知り合いがいませんで
した。しかし、消防団に入団してから所属している部だけで
なく、地域全体に知り合いが増えました。大変なことが多
い消防団。けれども、支え合える仲間や声を掛けてくれる
地域住民がいるから、頑張ることができるのだと思います。

大在西分団角子原部
入団２年目
大在西分団角子原部
入団２年目
安東 祐治さん（会社員）安東 祐治さん（会社員）

before
（仕事着）

after

防災についていろいろ
教えてくれたり、地域
の行事にも積極的に
参加してくれたりして、
心強い存在です。

かっこいい訓練の
様子は、子どもた
ちの憧れです。

夜の防火パトロール。消防車のカンカン
という鐘の音を聞くと、いつもわたしたち
を守ってくれているんだなぁと感じます。

台風や地震など、災害の
ときは不安でいっぱい。そ
んなとき、いろんな声掛け
をしてくれて安心です。

火事があったとき、
すぐに駆けつけてくれ
て、とても頼りになり
ます。

消防団がいて
　　くれて安心 !!

地域の皆さんの声地域の皆さんの声
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お問い合わせ　消防局総務課　☎532-2188

頼れる

知ってる？
消防団の活動

あなたのまちの
消防団
　消防団は、消防署と連携を取りながら活動してい
る自主的な消防機関です。市内では 2,253 人（12
月１日現在）の消防団員が地域住民の安心・安全を
日々守っています。そんなあなたのまちの消防団を
紹介します。

消防団は、地域の安心・安全を守る身近な存在。
日々の訓練のほかにも、啓発活動や救命講習などさまざまな活動をしています。

市消防団では、地域防災のリーダーとして男性・女性団員を募集し
ています。地域のためにあなたの力を生かしてみませんか。興味の
ある人は、消防局総務課（☎532-2188）へお問い合わせください。
◆ 入団資格　

●市内に居住している ●年齢が18歳以上60歳未満である

頼れる
あなたのまちの
消防団

救命講習
傷病者を発見したとき、地域住民が
適切な処置ができるように、救命講
習を定期的に開催しています。

出初式
新年最初の行事です。１年の地
域の安全を祈るとともに、地域
住民に日ごろの訓練の成果を
披露する場にもなっています。

年末夜警
年の瀬の火災予防のため、地域の
消防団員が見回りを行っています。
日時　12月27日㈰～30日㈬
　　　午後８時～午前０時
規模　●人員　延べ3,800人
　　　●車両　延べ732台

防災啓発活動
もしものときの災害から身を守るため
には、地域住民の防災意識を高めるこ
とが重要です。地域の防災訓練のほか、
幼稚園で防災に関する劇・紙しばいな
どの啓発活動を行っています。

日々の訓練
地域で火災や何らかの災害が
起こったとき、適切な行動をと
るためには普段からの訓練が
大切。地域のために頑張ります！

冬
は
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、

火
事
が
発
生
し
や
す
く
な
る

季
節
で
す
。
火
の
用
心
！！

市消防団 女性団員
後藤 智子さん

ラッパ隊による演奏や
古典ばしごの演技にも注目です

気になる消防団のＱ＆Ａ

消防団員求ム！

Ａ
．
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わ
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に
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助

活
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行
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団員に
　　聞いてみ

よう！
●入団したきっかけは何ですか？

以前からさまざまな災害から地域を守る消防団に憧れがありました。ずっと機会がな
いままでしたが、大在地区に引っ越してきて回覧板の消防団員募集のチラシを見てす
ぐに入団を決意しました。

●入団してから大変だったことはありますか？
仕事と消防団の活動の両立ですね。消防団の行事前など多いときは週３回ほど訓練が
あり、仕事で残業のときは、訓練に参加できないこともあります。体力的にきついと
きもありますが、自分たちの活動が地域の人たちを守っている、ということにやりが
いを感じます。どんなに疲れていても、制服に袖を通すと気が引き締まります。

●入団して良かったことはありますか？
地域の人とのつながりができたことですね。実は、わたし
は市外の出身で、引っ越したときに知り合いがいませんで
した。しかし、消防団に入団してから所属している部だけで
なく、地域全体に知り合いが増えました。大変なことが多
い消防団。けれども、支え合える仲間や声を掛けてくれる
地域住民がいるから、頑張ることができるのだと思います。

大在西分団角子原部
入団２年目
大在西分団角子原部
入団２年目
安東 祐治さん（会社員）安東 祐治さん（会社員）

before
（仕事着）

after

防災についていろいろ
教えてくれたり、地域
の行事にも積極的に
参加してくれたりして、
心強い存在です。

かっこいい訓練の
様子は、子どもた
ちの憧れです。

夜の防火パトロール。消防車のカンカン
という鐘の音を聞くと、いつもわたしたち
を守ってくれているんだなぁと感じます。

台風や地震など、災害の
ときは不安でいっぱい。そ
んなとき、いろんな声掛け
をしてくれて安心です。

火事があったとき、
すぐに駆けつけてくれ
て、とても頼りになり
ます。

消防団がいて
　　くれて安心 !!

地域の皆さんの声地域の皆さんの声
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年末・年始の
業務のお知らせ

緊急の場合のお問い合わせ　　市役所（夜間・休日）　☎534-6119

主な施設の休館日

（注）年末・年始の本の返却は、ホルトホール大分北口、コンパルホール分館入口、鶴崎市民行政センター、稙田市民行政センター、
各校区公民館の返却ポストにお願いします。

施設名 休館日
ホルトホール大分

12月28日㈪
～28年１月３日㈰コンパルホール

アートプラザ
平和市民公園能楽堂

12月28日㈪
～28年１月４日㈪

情報学習センター
多世代交流プラザ
活き活きプラザ潮騒
南大分体育館・プール
佐野植物公園（観賞温室・ぽかぽか池）
※公園は全日開放
市民図書館・コンパルホール分館（注）
ライフパル
各老人いこいの家
のつはる少年自然の家
市美術館

12月28日㈪
～28年１月５日㈫

歴史資料館
海部古墳資料館
大友氏遺跡体験学習館
毛利空桑記念館
埋蔵文化財保存活用センター

施設名 休館日
旭町文化センター

12月29日㈫
～28年１月３日㈰

市営温水プール(12月28日㈪は午後７時ま
で、28年１月４日㈪は正午から開館）
野津原支所内多目的ホール
河原内陶芸楽習館
いまいち山荘
各地区公民館
(中央公民館のみ12月28日㈪から休館）
鶴崎市民行政センター（図書室、会議室）（注）
稙田市民行政センター（図書室、会議室）（注）

関崎海星館
(28年１月１日㈮午前６時～９時は特別開館）
市営陸上競技場
(12月28日㈪は午後７時まで開場）

12月29日㈫
～28年１月４日㈪

宇曽山荘〈テニスコートは山荘が休館の間も
利用できます(12月30日㈬までに要予約）〉

12月31日㈭
～28年１月４日㈪

葬斎場

28年１月１日㈮佐賀関火葬場
丹生温泉〈12月31日㈭は午後10時まで（受
付は午後９時30分まで）〉

　12月31日㈭～28年１月３日㈰は、
金融機関の窓口はお休みです。
　市からの支払いを受ける場合や、
税金などの納付は12月30日㈬まで、
または28年１月４日㈪以降の営業日
をご利用ください。

■休み期間中の戸籍の諸届け出、埋火葬許可の受付

12月29日㈫・30日㈬に業務を行う窓口　午前8時30分～午後5時15分

市から支払いを受ける
場合・税金などの納付

窓　口 お問い合わせ 業務内容

市民課 ☎ 537-5614 戸籍・住民異動（転入、転出など）の受付、印鑑登録、
各種証明書・マイナンバー通知カード（返戻分）の交付など

※広域交付住民票の写しの交付、
公的個人認証サービスと、別府
市・杵築市など関係市町間で相
互に証明書を発行する「おおい
た広域窓口サービス」について
は、取り扱いできません。

鶴崎支所 ☎527-2111

戸籍・住民異動（転入、転出など）の受付、印鑑登録、
各種証明書の交付、国民健康保険・後期高齢者医療制
度の受付などの窓口業務
※�本神崎・一尺屋・今市連絡所は年末の業務は行いま
せん。

大南支所 ☎597-1000　
稙田支所 ☎541-1234
大在支所 ☎592-0511　
坂ノ市支所 ☎592-1700
佐賀関支所 ☎575-1111
野津原支所 ☎588-1111
明野出張所 ☎558-1255

国保年金課 ☎537-5616
国民健康保険・後期高齢者医療制度 
資格の取得・喪失・変更の受付、納付・還付・証明関係、給付申請の受付 
（国民年金の手続きについては、年金事務所での確認が必要なため取り扱いできません）

長寿福祉課 ☎537-5741 介護保険料の納付（本庁舎1階）

税制課（第2庁舎3階） ☎537-5673
税に関する各種証明書などの交付（本庁舎1階 税証明窓口業務は行いません）�
※�大南・大在・坂ノ市・佐賀関・野津原支所、明野出張所、東部資産税事務所（☎527-
2132）、西部資産税事務所（☎541-1406）でも業務を行います。

納税課 ☎537-5611 市税の納付、納税相談
会計課　午後3時まで ☎537-5643 支払い事務

◎受付：24時間
市役所当直室（本庁舎地下 1階）	 ☎ 534-6119
鶴崎市民行政センター管理室	 ☎ 527-2350
稙田市民行政センター管理室	 ☎ 541-2437
佐賀関支所当直室	 ☎ 575-1111

◎受付：午前８時30分～午後５時
大南支所当直室	 ☎ 597-1000
大在支所当直室	 ☎ 592-0511
坂ノ市支所当直室	 ☎ 592-1700
野津原支所当直室	 ☎ 588-1111
明野出張所当直室	 ☎ 558-1255
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年末・年始の
業務のお知らせ

年末は12月28日㈪まで
年始は28年１月4日㈪から

ごみの収集と受け入れ

　年末・年始の閉庁期間中は、市役所、各支所、明野出張所、各連絡所の窓口業務を停止します。ただし、ごみの収集・受け入れ、戸籍の諸届
け出、埋火葬許可などの一部業務は行います。

■ごみの収集

■ごみの受け入れ お問い合わせ　清掃施設課　☎537-5659

お問い合わせ　清掃業務課　☎568-5763

　年末・年始のごみの収集は、通常の収集日と異なる場合があります。ごみ収集日程表をご確認のうえ、収集日の朝8時30分までに、
燃やせるごみと燃やせないごみは指定有料ごみ袋で、その他のごみは透明か半透明（無色）の袋で、指定されたごみステーション
に出してください。収集日以外にごみを出すと、付近の皆さんに大変迷惑が掛かります。ルールを守り「日本一きれいなまちづくり」
の推進にご協力ください。
　なお、年末・年始は多量のごみが予想され、収集時間が遅くなることがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

搬入時間　午前 8時 30分～正午
　　　　　午後 1時～ 4時 30分

12月29日㈫・30日㈬のお問い合わせ

※ごみ処理施設に家庭ごみを搬入する際は、指定有料ごみ袋に入れる必要はありません。
※年末は混雑が予想されますので、時間に余裕をもって搬入するようご協力をお願いします。

◎佐野清掃センター　☎593-4047　　◎福宗環境センター　☎588-0113

ごみの種類 使用する
ごみ袋

12月 28年１月
27日㈰ 28日㈪ 29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮ 2日㈯ 3日㈰ ４日㈪ ５日㈫ ６日㈬ ７日㈭

燃やせるごみ
（可燃ごみ） 指定有料

ごみ袋

※
該
当
地
区

４日㈪ ※該当地区から

燃やせないごみ（不燃ごみ）	
（アスベスト含有家庭用品を含む） ６

日
㈬
※
該
当
地
区
か
ら

プラスチック製容器包装
（資源プラ）

45リットル
以内の透明・
半透明の袋

新聞類・その他紙類・
布類

缶・びん

ペットボトル

蛍光管・電球・水銀体温計・
乾電池・スプレー缶・ライター

ごみ処理施設 12月 28年１月
27日㈰ 28日㈪ 29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮ 2日㈯ 3日㈰

佐野清掃
センター

清掃工場（可燃ごみ） ○ ○ ○
埋立場

（土・石・瓦・コンクリート破片など） ○ ○ ○

福宗環境
センター

清掃工場（可燃ごみ） ○ ○ ○
リサイクルプラザ

（不燃・粗大・資源ごみ） ○ ○ ○
鬼崎埋立場

（土・石・瓦・コンクリート破片など） ○ ○ ○

休 　 み休 み

※該当地区…ごみ収集日程表掲載の該当地区のみ収集

○証明書自動交付機　全台
　「住民票の写し」など各種証明書の発行ができません。

○大分市公共施設案内・予約システム
　公共施設の予約・変更などができません。

○市ホームページ問い合わせフォーム・Eメール
市ホームページ内の問い合わせフォームと、Eメール
が送受信できません。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解をお願いします。

12月26日㈯〈終日〉庁舎受電設備工事に伴うシステム等停止のお知らせ

休 み 休 　 み

※12月27日㈰も停止する場合があります。

6H27.12.15
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す
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の
こ
と
で

す
。
混
ん
で
い
て
空
席
は
少
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
の
と
き
は
仕
事
が
忙
し
く
疲
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
空
い
て
い
た
優
先
席
に
座
り
ま
し
た
。

　
次
の
バ
ス
停
で
女
性
が
乗
っ
て
き
て
、
わ
た

し
の
す
ぐ
横
に
立
ち
ま
し
た
。
彼
女
の
バ
ッ

グ
に
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

が
付
い
て
い
ま
し
た
。

「
妊
娠
し
て
い
る
ん

だ
。
席
を
譲
る
べ
き

か
な
」
と
迷
い
ま
し

た
。
し
か
し
「
バ
ス

に
乗
る
く
ら
い
だ
か
ら
体
調
は
悪
く
な
い
の

だ
ろ
う
。
わ
た
し
も
疲
れ
て
い
る
し
、
そ
れ

に
誰
か
が
譲
る
だ
ろ
う
」
と
、
目
を
つ
ぶ
っ

て
眠
っ
て
い
る
ふ
り
を
し
た
の
で
し
た
。

　
家
に
帰
っ
て
か
ら
、
妻
に
バ
ス
で
の
出
来

事
を
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
ど
う
思
う
？
確
か
に
配
慮

は
必
要
だ
と
思
う
よ
。
で
も
、
席
を
譲
っ
て
ほ

し
い
、
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
で
図
々
し

い
感
じ
も
す
る
の
だ
が
・
・
・
」
と
妻
に
意
見

を
求
め
ま
し
た
。
妻
も
「
昔
は
そ
ん
な
マ
ー
ク

は
な
か
っ
た
か
ら
、
自
分
で
気
を
付
け
る
し
か

な
か
っ
た
わ
、
今
の
人
た
ち
は
少
し
甘
や
か
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。
バ
ス
に
乗
る

べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
だ
と
思

う
け
ど
、
あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
こ
と
も
間

違
っ
て
い
な
い
の
か
も
ね
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
会
話
の
最
中
に
、
妻
の
携
帯
電
話

に
着
信
が
あ
り
、
相
手
は
こ
の
夏
結
婚
し
て

上
京
し
た
娘
か
ら
の
よ
う
で
し
た
。
会
話
か

ら
、
娘
が
妊
娠
を
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
妻
は
娘
に
「
体
調
は
ど
う
な
の
？
初
期

の
段
階
は
特
に
気
を
付
け
な
い
と
・
・
・
」
と

諭
す
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
う
れ

し
く
て
娘
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き
な
声
で

「
無
理
し
た
ら
絶
対
に
だ
め
だ
ぞ
」
と
言
っ
た

後
、
は
っ
と
し
た
の
で
す
。

　
も
し
自
分
の
娘
が
「
バ
ス
の
中
で
無
関
心
を

装
わ
れ
た
り
、
ま
た
図
々
し
い
な
ど
と
非
難
さ

れ
た
り
し
た
と
し
た
ら
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
社

会
の
雰
囲
気
の
中
で
過
ご
さ
な
い
と
い
け
な
い

と
し
た
ら
」
と
想
像
す
る
と
、
と
て
も
不
安
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
初
め
て
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
、
妊

娠
し
て
い
る
人
の
気
持
ち
を
深
く
考
え
て
い

な
か
っ
た
自
分
に
気
付
い
た
の
で
す
。

　
妻
が
電
話
を
切
っ
た
後
、「
二
人
で
娘
の
出

産
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
頑
張
ろ
う
、
そ
し
て
そ

の
思
い
は
い
ろ
い
ろ
な
周
囲
の
人
へ
の
気
遣
い

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ
と
し
て
広
げ
て
い

こ
う
」
と
い
う
こ
と
を
話
し
た
の
で
し
た
。

（
あ
る
男
性
の
話
よ
り
）

445

誰
か
じ
ゃ
な
く
て
、
わ
た
し
か
ら

　わ
た
し
た
ち
は
、
相
手
の
悲
し
み
、
喜

び
な
ど
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
感
じ
る
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
心
を
言
葉
や
態

度
で
表
す
こ
と
が
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

コンパル 成人の日 市民スポーツデー
28年１月11日㈪

お問い合わせ　コンパルホール　☎538-3700

体育館シューズを持参し、運動できる服装で参加し
てください。

                   ◆キッズラグビー教室（タグラグビー）　
　時　間　午前10時～正午
　対　象　小学１～３年生（保護者同伴）
　定　員　20人（多数時は抽せん）
　参加料　500円
　申込み　往復はがき（１人１枚）に、住所、氏名、年齢

（学年）、電話番号、教室名を記入し、28年
１月５日㈫〈必着〉までにコンパルホール（〒
870-0021　府内町一丁目５-38）へ。

参加者募集

～南蛮絵巻～ 仮装（コスプレ）パレード・コンテスト
宝のまち・豊後FUNAI芸術祭

　28年２月に開催する「宝のまち・豊
後FUNAI芸術祭」の一環として、大友
宗麟公の時代に新しいものが次々に取 
り入れられた「進取の精神」を受け継ぎ、
「～南蛮絵巻～仮装（コスプレ）パレード・
コンテスト」を行います。
　自慢の衣装で中心市街地を歩いてみ
ませんか。

日　時　28年２月13日㈯
　　　　・パレード　午後２時～
　　　　・コンテスト午後５時～
定　員　100組（多数時は抽せん）
その他　・個人またはグループで参加できます。
　　　　・コンテスト参加希望者はパレードにもご参

加いただきます。
　　　　・コンテストは、グランプリの賞金10万円を

はじめ、各賞を用意しています。
申込期間　12月15日㈫～28年１月12日㈫〈消印有効〉　
※詳しくは、文化国際課（本庁舎５階）または各支
所、明野出張所、各地区公民館などに12月15日㈫
から備え付けの募集要項（市ホームページでダウン
ロードも可）をご覧ください。

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

参加者募集 無料

◆施設の開放
　▪卓球・バドミントンコーナー（体育室）
　　午前９時～午後４時
　▪卓球室・トレーニング室
　　午前９時～午後10時
　　※小・中学生のみでの利用は午後５時まで。
　　　トレーニング室利用は中学生以上　　
◆やわらかボールで遊ぼう　　　午前10時～午後４時
◆ニュースポーツ体験　　　午前10時～午後４時
　内　容　カローリング、スカットボールなど　

無 料

無 料

無 料

マタニティマーク
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　自転車の祭典「OITAサイクルフェス!!!2015」が10月31日と
11月１日に開催。初日は大分銀行ドーム周辺で、２日目は大分
いこいの道周辺の特設コースで、国内トップクラスの選手たち
が自転車レースを繰り広げました。
　特に、２日目のレースは「Jプロツアー」の年間チャンピオンが
決まる最終戦とあって、沿道には多くのファンの姿が。ゴールの
瞬間、観衆の盛り上がりは最高潮に達し、会場は大きな歓声に包
まれました。また、地元産品などが味わえる「おおいたマルシェ」や、
国際文化にふれる「おおいたワールドフェスタ2015」も同時開催。
　２日間で延べ約５万人が集まり、にぎわう大分のまちを満喫し
ていました。

国内最高峰のレースを間近で体感。

本との出会いを大切に。

勇壮な一大絵巻。

PHOTO NEWS
フォトニュース

　秋の読書週間にあわせて、「文化講演会」が11月７日、ホ
ルトホール大分で開催されました。
　講師は、大分県出身の作家で、第152回芥川賞を受賞され
た小野正嗣さん。「文字にしたふるさと」をテーマに、ふるさ
と蒲江に対する思いや小説を執筆するときのエピソードな
どについて、ユーモアを交えながら講演を行いました。
　また、「生きるうえで力を与えてくれる人がいるように、
苦しい時に本が支えてくれることも。読み続けていれば、
そんな本ときっと出会う」と読書の魅力を語り、参加した
700人を超える人たちは、熱心に聞き入っていました。 　1586年、大友・四国連合軍が島津軍と戦った「戸次川の合戦」。そ

の舞台となった大野川の古戦場を中心に、「大野川合戦まつり」が
11月14日・15日に行われました。
　14日は、大南大橋付近で武者行列や郷土芸能の上演など、さまざ
まな催しが開催。今年初となる合戦をテーマにしたYOSAKOIで
は、踊り子たちに甲冑隊の演武が加わり、趣向を凝らしたステージ
に。夜には合戦絵巻が行われ、騎馬隊や鉄砲隊などの戦国時代をほ
うふつとさせる演出に、会場からは大きな歓声があがりました。
　15日には、天面山で地元の人たちによる神楽や餅つきなどが行
われ、訪れた人を楽しませていました。作家　小野 正嗣氏（大分県出身）



別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
市
民
協
働
推
進
課
（
☎

５
３
７・７
２
５
０
）

高
崎
山
自
然
動
物
園
の

正
月
の
営
業
時
間
を
延
長
し
ま
す

▼
期
間
　
28
年
１
月
１
日
㈮
〜
３
日

㈰
　
▼
開
園
時
間
　
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
通
常
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
）　
※
駐
車
場

へ
の
入
場
開
始
時
間
は
、
午
前
７
時

30
分

▼
問
合
せ
　
高
崎
山
自
然
動
物
園

（
☎
５
３
２・５
０
１
０
）

無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

▼
日
時
　
28
年
１
月
６
日
㈬
　
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
　

▼
場
所
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
ヒ

ュ
ー
レ
お
お
い
た
）〈
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
１
階
〉　
▼
相
談
員
　
人
権
擁

護
委
員
　
▼
内
容
　
人
権
問
題
に
つ

い
て

▼
問
合
せ
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
６・７
５
９
３
）

資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　
個
人
、法
人
を
問
わ
ず
、商
店
や
農

業
、漁
業
、不
動
産
業
、工
場
な
ど
を

営
ん
で
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
や
機

械
、
工
具・備
品
な
ど
の
資
産
を「
償

却
資
産
」と
い
い
、固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
参
加
申
込
期
間
　
28
年
１
月
７
日

㈭
午
後
１
時
〜
22
日
㈮
午
後
11
時
　

▼
入
札
期
間
　
28
年
１
月
29
日
㈮
午

後
１
時
〜
２
月
５
日
㈮
午
後
１
時
　

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確
認

で
き
ま
す
。な
お
、売
却
を
中
止
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
国
保
年
金
課
（
☎
５
３

７・５
７
３
８
）

太
陽
光
発
電
設
備・エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

▼
補
助
対
象
設
備
　
●
太
陽
光
発
電

設
備
（
３
㎾
以
上
10
㎾
未
満
）　
●
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
（
家
庭
用
燃
料
電
池
）　

▼
そ
の
他
　
申
請
は
、
28
年
３
月
31

日
㈭
ま
で
。補
助
要
件
、補
助
金
額
な

ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、環
境
対
策
課（
☎
５

３
７・５
７
５
８
）へ
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期
限
は

28
年
１
月
29
日
㈮
（
消
印
有
効
）
で

す
。
市
に
提
出
し
た
申
請
書
類
に
訂

正
な
ど
が
必
要
な
場
合
、
訂
正
方
法

を
記
載
し
た
連
絡
票
を
添
付
し
返
送

し
て
い
ま
す
。訂
正
後
、再
度
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
未
提
出
の
ま
ま
、
も
し
く
は
訂
正

な
ど
が
必
要
な
た
め
返
送
さ
れ
た
ま

ま
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
を

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。
申

請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る

場
合
は
、
市
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
☎
５
８
５・
６
０
１

７
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
が
丘
お
よ
び
上
宗
方
地
区
の

一
部
の
住
居
表
示
が
28
年
１
月

９
日
㈯
か
ら
変
わ
り
ま
す

▼
新
住
所
の
表
示
方
法
　（
例
）松
が

丘
一
丁
目
○
番
○
号
、
松
が
丘
二
丁

目
○
番
○
号
、
松
が
丘
三
丁
目
○
番

○
号
、
松
が
丘
四
丁
目
○
番
○
号
　

▼
郵
便
番
号
　
〒
８
７
０‒

１
１
６

８（
従
来
通
り
）　
※
対
象
者
に
は
個

▼
償
却
資
産
の
具
体
例

構 築 物 広告塔、駐車場舗装、フェンス、内装・内装工事、
ビニールハウス、ネオン、門、塀など

機 械 お よ び
装 置

各種製造機械、土木建設等各種産業用機械
および装置、機械式駐車設備、太陽光発電設
備など

船舶・航空機 遊漁船、漁船、ボート、ヘリコプターなど

車 両 お よ び
運 搬 具

大型特殊自動車（ホイールクレーン、タイヤ
ローラーなど）※自動車税、軽自動車税の対
象となるものを除く

工 具 ・器 具
お よ び 備 品

事務用機器（パソコン、複写機など）、エアコ
ン、陳列ケース、応接セット、冷蔵庫、医療機
器、理・美容業機器、看板など

　
28
年
１
月
１
日
現
在
の
「
償
却
資

産
」の
所
有
状
況
を
、28
年
２
月
１
日

㈪
ま
で
に
28
年
度
申
告
書
と
し
て
資

産
税
課（
第
２
庁
舎
３
階
）へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
期
限
間
近
に
な
る

と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
28
年
１
月

４
日
㈪
〜
20
日
㈬（
土・日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

② 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
連
絡

を
　
家
屋
（
物
置
な
ど
簡
易
な
建
物
を

含
む
）を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、早
め

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
り
壊

し
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
そ
の

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
引
き

続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。な
お
、家
屋
滅
失
証
明
が
必
要
な

と
き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③ 
土
地
や
家
屋
な
ど
の
実
地
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
を
行

う
た
め
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
職
員
が

調
査
に
伺
っ
た
と
き
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
職
員
は
「
固
定
資
産
評
価
補
助
員

証
」を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

☆
問
合
せ
　
①
資
産
税
課
（
☎
５
３

７・７
２
９
３
）　
②・
③
●
本
庁・
明

野
出
張
所
管
内
の
人
は
…
資
産
税

課（
土
地
に
つ
い
て
は
☎
５
３
７・７

２
８
６
、
家
屋
に
つ
い
て
は
☎
５
３

７・７
２
９
１
）　
●
鶴
崎・
大
在・
坂

ノ
市・
佐
賀
関
支
所
管
内
の
人
は
…

東
部
資
産
税
事
務
所
（
☎
５
２
７・

２
１
３
２
）　
●
稙
田・
大
南・
野
津

原
支
所
管
内
の
人
は
…
西
部
資
産

税
事
務
所（
☎
５
４
１・１
４
０
６
）

児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
手
当
）を
12
月
11
日
に
振

り
込
み
ま
し
た

　
該
当
者
で
振
り
込
み
の
な
い
人
は
、

子
育
て
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
況
届
の
提
出
を
済
ま
せ

て
い
な
い
人
は
、
早
急
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁

舎
１
階
　
☎
５
３
７・５
７
９
３
）

危険です!!　道路上に
車の乗り入れブロック
を置かないで
　車の出入りのために、乗り入れ
ブロックや鉄板などを道路に置
くと、歩行者やバイク、自転車が
転倒することがあります。
　また、雨水の流れを止め、冠水
の原因となることがあります。
　安心・安全に通行できるよう道路
上に乗り入れブロックなどを設置し
ないでください。

問土木管理課（☎537-5992）
　歩道の切り下げが必要な場合
は、自己負担で工事を行うことが
できます。

問道路維持課（☎537-5674）

「かかりつけ医」を持ちましょう　あなたや家族の病
気、健康管理など、何でも気軽に相談できる「かかりつけ
医」を持ちましょう。	問保健所保健総務課（☎536-2222）

おおいた冬の年末事故ゼロ運動　12月15日㈫～24日㈭
―おこさず		あわず		事故ゼロ―
	 問生活安全推進室（☎537-5997）

11 H27.12.15

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
第
三
者

交
付
の
登
録
型
本
人
通
知
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
住
民
票
や

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
本
人
の
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、
本
人

へ
通
知
す
る
も
の
で
す
。
本
人
通
知

に
よ
り
、不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
、

委
任
状
の
偽
造
な
ど
に
よ
る
不
正
請

求
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
こ
の
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す
。　
▼
申
請
場
所
　
市

民
課（
本
庁
舎
１
階
）、各
支
所
、明
野

出
張
所
、旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
レ
お
お
い

た
）〈
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
１
階
〉、各

地
区
公
民
館
　
※
郵
送
も
可
　
▼
申

請
に
必
要
な
も
の
　
●
本
人
に
よ
る

申
請
…
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、健
康
保

険
証
な
ど
）　
●
法
定
代
理
人
に
よ

る
申
請
…
戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
証

明
書
類
お
よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類
　
●
そ
の
他
の
代
理
人
に
よ
る

申
請
…
委
任
状
お
よ
び
代
理
人
の
本

人
確
認
書
類
　

▼
問
合
せ
　
市
民
課（
☎
５
３
７・５

６
１
５
）

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
一

定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
、分

割
納
付
や
減
免
制
度
な
ど
に
つ
い
て

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
▼
１

年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
時
に
、
費
用
の
全
額
を

い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
申
請
に
よ
り
、後
で
本
来
の
利
用
者

負
担
と
の
差
額
の
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。　
▼
１
年
６

か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
前
記
の

措
置
に
よ
り
、
後
で
払
い
戻
さ
れ
る

給
付
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。　
▼
２
年
以
上
滞
納

し
た
場
合
　
時
効
に
よ
り
、
２
年
経

過
後
の
保
険
料
は
納
付
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
期

間
に
応
じ
て
、一
定
期
間
、利
用
者
負

担
の
割
合
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。ま
た
、利
用
者
負
担
が
一
定
額

を
超
え
た
場
合
に
払
い
戻
し
と
な
る

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
、
施
設
入

所
者
な
ど
の
居
住
費・
食
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
長
寿
福
祉
課
（
本
庁
舎

１
階
　
☎
５
３
７・５
７
４
１
）

門
松
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
報
本
号
と
同
時
に
門
松
カ
ー
ド

（
各
世
帯
２
枚
）を
配
布
し
ま
す
。予
備

の
カ
ー
ド
は
公
園
緑
地
課（
本
庁
舎
７

階
）
お
よ
び
各

支
所
、
明
野
出

張
所
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
公
園
緑
地
課
（
☎
５
３

７・５
９
７
５
）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置・

改
修
費
な
ど
の一部
を
助
成
し
ま
す

　
自
治
会
が
管
理
す
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
ま
た
は
改
修
、
飛
散

防
止
の
た
め
の
ネ
ッ
ト・
シ
ー
ト
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　
自
治
会
　
※
自
治
会
以
外

が
管
理
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

対
象
外
で
す
。　
▼
助
成
金
額
　
●
設

置
…
助
成
率
３
分
の
２
（
上
限
10
万

円
）　
●
改
修
…
助
成
率
３
分
の
２

（
上
限
４
万
円
）　
●
ネ
ッ
ト・
シ
ー

ト
の
購
入
…
上
限
３
、５
０
０
円
　

※
着
工
後（
ネ
ッ
ト・シ
ー
ト
に
つ
い

て
は
購
入
後
）
の
交
付
申
請
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。　
▼
そ
の
他
　

▼
償
却
資
産
の
具
体
例

構 築 物 広告塔、駐車場舗装、フェンス、内装・内装工事、
ビニールハウス、ネオン、門、塀など

機 械 お よ び
装 置

各種製造機械、土木建設等各種産業用機械
および装置、機械式駐車設備、太陽光発電設
備など

船舶・航空機 遊漁船、漁船、ボート、ヘリコプターなど

車 両 お よ び
運 搬 具

大型特殊自動車（ホイールクレーン、タイヤ
ローラーなど）※自動車税、軽自動車税の対
象となるものを除く

工 具 ・器 具
お よ び 備 品

事務用機器（パソコン、複写機など）、エアコ
ン、陳列ケース、応接セット、冷蔵庫、医療機
器、理・美容業機器、看板など

　
28
年
１
月
１
日
現
在
の
「
償
却
資

産
」の
所
有
状
況
を
、28
年
２
月
１
日

㈪
ま
で
に
28
年
度
申
告
書
と
し
て
資

産
税
課（
第
２
庁
舎
３
階
）へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
期
限
間
近
に
な
る

と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
28
年
１
月

４
日
㈪
〜
20
日
㈬（
土・日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

② 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
連
絡

を
　
家
屋
（
物
置
な
ど
簡
易
な
建
物
を

含
む
）を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、早
め

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
り
壊

し
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、
そ
の

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
引
き

続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。な
お
、家
屋
滅
失
証
明
が
必
要
な

自
治
会
を
対
象
に
し
た
ネ
ッ
ト（
３
㍍

×
４
㍍
）の
支
給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
清
掃
業
務
課
（
☎
５
６

８・５
７
６
３
）

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
に
は
毎
年
１
月

末
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
業
者
や
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
し
て
い
る
人
は
、
飼
育
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、県
中

部
振
興
局
生
産
流
通
部
（
県
庁
舎
別

館
４
階
　
☎
５
０
６・５
７
９
６
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
）電
話
相
談
の
ご
利
用
を

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴

言
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
は
、ま
ず
お
電
話
を
。個

人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口・
受
付
時
間
　
●
中
央

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
５

３
７・５
６
６
６
）　
平
日
…
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
６
時
　
●
県
婦
人
相

談
所
（
☎
５
４
４・３
９
０
０
）　
平

日
…
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
　
土・

日
曜
日
、祝
日
…
午
後
１
時
〜
５
時
、

午
後
６
時
〜
９
時
　
●
ア
イ
ネ
ス

（
☎
５
３
４・
８
８
７
４
）　
平
日
…

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
差
押
不
動
産

を
売
却
し
ま
す（
一
括
公
売
）

▼
土
地
　
大
字
寒
田
字
門
田
７
４
６

番
３
　
●
地
目
　
宅
地
　
●
地
積
　

２
９
７・８
９
平
方
㍍
　
▼
建
物（
所

在
は
土
地
と
同
じ
）　
●
種
類
　
居

宅
　
●
構
造
　
木
造
セ
メ
ン
ト
瓦
ぶ

き
２
階
建
て
　
●
床
面
積
　
１
階
…

１
１
４・
６
１
平
方
㍍
、
２
階
…
３

９・７
１
平
方
㍍
　
▼
土
地
持
分
　
大

字
寒
田
字
門
田
７
４
６
番
４
　
●
地

目
　
田
　
●
地
積
　
４・
０
８
平
方

㍍（
持
ち
分
は
８
分
の
１
）　
▼
見
積

価
額
　
１
、０
５
９
万
２
、４
０
０
円
　

ワンポイント
ライフパル消費者講座
Ｑ．「マイナンバー制度の導入に伴い、個
人情報を調査中である」と言って、女性が
来訪し、資産や保険の契約状況などを聞
かれました。本当に行政機関がそのような
調査をしているのでしょうか。

Ａ．マイナンバー詐欺にご用心！
● マイナンバーの通知や利用手続きで、国
や自治体の職員が家族構成、資産や年
金・保険の状況などを聞くことはありま
せん。

● 不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出
があっても断ってください。

● 万が一金銭を要求されても絶対に支払
わないでください。

● マイナンバー制度の問い合わせは、国の
相談窓口「マイナンバー総合フリーダイ
ヤル」☎0120-95-0178（無料）へ。
問�ライフパル消費生活相談専用電話
　（☎534-6145）

固　　定
資 産 税
第4期

28年1月4日㈪
納 期 限

国民健康
保 険 税
第7期

12月28日㈪
納 期 限

今月の納税

市税は納期内に納めましょう!!

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。

大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/　 問国際化推進室（☎537-5719）

暮
ら
し
の
情
報
市
場

市役所   本庁舎   〒870-8504　荷揚町2番31号 10H27.12.15



12月
19日～ イベントカレンダー

▼
応
募
資
格
　
28
年
３
月
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
人
、
離
転
職
者（
18
〜

39
歳
）な
ど
　
▼
申
込
み・場
所・問
合

せ
　
事
前
に
電
話
で
確
認
の
う
え
、前

期
は
12
月
25
日
㈮
ま
で
、後
期
は
28
年

１
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
県
立
大
分

高
等
技
術
専
門
校（
大
字
下
宗
方
１
０

３
５‒

１
　
☎
５
４
２・３
４
１
１
）へ
。

第
10
回
大
分
う
み
た
ま
ご

シ
ー
サ
イ
ド
た
す
き
リ
レ
ー

▼
日
時
　
28
年
２
月
14
日
㈰
　
受
付

は
午
前
８
時
30
分
〜
　
▼
場
所
　
大

分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
「
う
み

た
ま
ご
」　
▼
定
員
　
３
０
０
チ
ー

ム（
先
着
順
）　
▼
参
加
料（
１
チ
ー

ム
４
人
〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
３
人
〉）　

●
中
学
生
、高
校
生
、フ
ァ
ミ
リ
ー
…

５
、０
０
０
円
　
●
一
般
（
大
学
生
を

含
む
）、
シ
ニ
ア
…
１
０
、０
０
０
円
　

※
チ
ー
ム
編
成
方
法
や
種
目
な
ど
詳

し
く
は
、
市
陸
上
競
技
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.oita-
city-riku.net/

）ま
た
は
市
営
陸
上

競
技
場
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
大
会

町
一
丁
目
３
組
　
☎
５
４
５・
８
６

１
６
　

５
４
５・
５
０
６
５
　

om
c01@

oct-net.ne.jp

）へ
。

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
会

▼
種
別
と
期
間
　
①
第
１
種
…
28
年

１
月
25
日
㈪
〜
27
日
㈬
　
②
第
２
種

…
28
年
２
月
３
日
㈬
〜
５
日
㈮
　
▼
時

間
　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
５
時
　

▼
場
所
　
県
農
業
共
済
組
合
（
大
道

町
三
丁
目
）　
▼
受
付
期
限
　
28
年

１
月
15
日
㈮
　
※
受
講
料
な
ど
詳
し

く
は
、（
一
財
）
県
消
防
設
備
安
全
協

会（
☎
５
３
７・３
１
２
５
）へ
。

市
民
後
見
人
養
成
講
座

▼
日
時
　
28
年
１
月
16
日
㈯・
17
日

㈰
、２
月
６
日
㈯・７
日
㈰（
全
４
回
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
場

所
　
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
（
大
津

町
）  

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
　
２
、４
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）　
▼
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
　
市
民
後
見
さ
さ
え
あ
い（
☎・

５
０
７・０
６
９
６
）

都
市
計
画
道
路「
庄
の
原
佐
野

線
」現
場
見
学
会
参
加
者
募
集

▼
日
時
　
12
月
26
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
正
午
　
▼
集
合
場
所
　
大
友
氏
遺

跡
体
験
学
習
館（
大
字
大
分
４
２
５
７

‒

１
）　
※
駐
車
場
あ
り
　
▼
定
員
　

１
０
０
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
そ

の
他
　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
　

▼
申
込
み・問
合
せ
　
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、代
表
者
の
氏

名
、参
加
人
数
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

12
月
22
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
県
都
市

計
画
課
（
〒
８
７
０‒

８
５
０
１
　
大

手
町
三
丁
目
１‒

１
　
☎
５
０
６・４

６
４
８
　

５
０
６・１
７
７
８
　

a17500@
pref.oita.lg.jp

）へ
。

県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

▼
試
験
日
　
●
前
期
　
28
年
１
月
12

日
㈫
　
●
後
期
　
28
年
２
月
15
日
㈪

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
▼
申

込
み・
問
合
せ
　
28
年
１
月
19
日
㈫

ま
で
に
市
陸
上
競
技
協
会
（
☎
５
５

８・０
６
１
３
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ビ
ワ
栽
培
体
験
農
業
参
加
者
募
集

▼
期
間
　
28
年
３
月
〜
６
月
　
▼
内

容
　
ビ
ワ
の
袋
か
け
作
業
お
よ
び
収

穫
作
業
の
体
験
　
▼
参
加
料
　
木
１

本
に
つ
き
８
、０
０
０
円
〜
１
万
５
、

０
０
０
円（
木
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）　
▼
貸
出
本
数
　
約
20

本（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
▼
申
込
み・

問
合
せ
　
は
が
き
に
、住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
入
し
、
12
月
31
日
㈭（
必

着
）ま
で
に
ビ
ワ
栽
培
の
体
験
農
業
代

表
　
阿
部 

宏
明
（
〒
８
７
０‒

０
８

０
２
　
田
ノ
浦
４
組
　
☎
０
９
０・９

６
０
７・３
３
６
９
）へ
。

19
㈯
さがのせき朝市
時間/午前8時30分～10時（商品が
なくなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関
支店周辺
問実行委員会
☎575-1000
デジタル一眼レフカメラで月を写そう
時間/午後6時30分～7時30分
定員/10人（当日先着順）
参加料/観覧料（大人420円、高校
生210円、中学生以下は無料）
持参品/デジタル一眼レフカメラ
場所・問関崎海星館  ☎574-0100

20
㈰
館長によるおもしろ話と星空案内
定員/20人（当日先着順）
時間・参加料・場所・問は上記19日

「デジタル一眼レフカメラで月を
写そう」と同じ

21
㈪
どこでもコンサート� 無料
時間/午後6時30分～7時10分
場所/鶴崎市民行政センター大会議室
出演/ルミエールフルートアンサンブル
問文化国際課　☎537-5663

１
㈮
初日の出観望会� 無料
時間/午前6時～9時（雨天中止）
場所・問関崎海星館  ☎574-0100

４
㈪
アートプラザミュージアムショップ
yuri*　クロスステッチ小物
期間/31日㈰まで
時間/午前9時～午後6時（31日㈰
は午後5時まで）
問アートプラザ　☎538-5000

10
㈰
成人記念集会
時間/正午～

（午前11時開場）
場所/ホルトホール
大分、大分いこいの
道北側広場
問社会教育課
☎537-7039
再生家具と再生自転車の抽せん会
時間/午後0時30分～

（抽せん日正午まで申込み可、持
ち帰りは各自）
再生自転車のじゃんけん大会
時間/抽せん会終了後
場所・問エコライフプラザ☎588-1410
毎月開催しているエコライフ
プラザのフリーマーケットは、
28年2月までお休みします。

問エコライフプラザ（☎588-1410）

大分市テレビ広報番組

 毎週日曜日 　TOSテレビ大分
午前11時45分～11時50分

番組案内
12月20日㈰… 大分市でロマンチックな夜を 

夜景・イルミネーション特集
12月27日㈰… 今年1年を振り返る 

大分市10大ニュース発表
※都合により、番組内容は変更になることがあります。

<大分市内のケーブルテレビ局でも放送>
◎OCT(日･月･火･水) ◎OCN(日･月･火･水)

◎EOS(火･水･木･金)

１
月

穴ぼこ
110番

道路の穴ぼこやマンホールぶたのがたつきなどを見掛けたら、連絡をお願いします。
●市道…市道路維持課（☎ 537-5769）　●国道（10 号、210 号宮崎交差点～大分
市境）…国土交通省大分維持出張所（☎ 543-2030　道路緊急ダイヤル♯ 9910）　
●県道、上記以外の国道…大分土木事務所（☎ 558-2141）

市
へ

ふ
る
さ
と
大
分
市
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ

▼
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
人
の
氏
名
等
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
瀬
戸
幸
子（
中
島
東
）▼
長
野

武
子（
花
園
）▼
堤
ヒ
ロ
子（
高
尾
台
）▼
仲

道
弘
晃（
萩
原
）▼
財
津
功（
城
崎
町
）▼
坂

下
ス
ヤ
子（
仲
西
町
）

鶴
崎
地
区
▼
荒
木
恭
生
（
三
佐
）
▼
三
浦

満
昭（
森
）▼
藤
野
徳
寿（
松
岡
）

大
在
地
区
▼
後
藤
厚
恵
（
横
塚
）
▼
姫
野

正
義（
政
所
）▼
濵
本
一
樹（
角
子
原
）▼
畔

津
順
次（
竹
下
）▼
瀧
本
雅
浩（
大
在
浜
）

▼
鴛
海
米
子（
汐
見
）▼
守
田
正（
大
在
中
央
）

坂
ノ
市
地
区
▼
西
田

二
（
佐
野
）
▼
橋

本
勝（
木
田
）▼
池
見

弘（
佐
野
）▼
本

田
美
穂
子（
屋
山
）▼
伊
東
好
子（
細
）

大
南
地
区
▼
安
東
フ
サ
ヨ（
上
判
田
）

稙
田
地
区
▼
河
村
久
義
（
宮
崎
台
）
▼
河

野
久
雄（
ふ
じ
が
丘
）▼
角
ヤ
ス
ヱ（
廻
栖

野
）▼
薬
師
寺
貴
司（
緑
が
丘
）

佐
賀
関
地
区
▼
木
村
聖
一（
佐
賀
関
）▼
白

石
末
廣（
木
佐
上
）

野
津
原
地
区
▼
橋
本
フ
ミ
子
（
野
津
原
）

▼
工
藤
貢（
野
津
原
）

市
外
▼
安
藤
昭
子
（
臼
杵
市
）
▼
本
田
眞

美（
熊
本
市
）▼
荒

博
文（
別
府
市
）▼
伊

藤
泰
介（
鹿
児
島
市
）

以
上
11
月
１
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

13 H27.12.15

「
能
楽
堂
親
子
お
稽
古
サ
ロ
ン・

d

デ
ィ
ー
ト
ル
ソ
ー

-torso
／
干え

と支
の
動
物・猿
を

つ
く
ろ
う
！
」参
加
者

▼
日
時
　
28
年
１
月
９
日
㈯
　
午
後

２
時
〜
４
時
30
分
　
▼
講
師
　
松
岡 

勇
樹
氏・森
山 

長
英
氏
（
㈱
ア
キ
工

作
社
）　
▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　
▼
参
加
料
　
１
体

１
、８
０
０
円

▼
申
込
み・場
所・問
合
せ
　
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、12

月
18
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
平
和
市
民

公
園
能
楽
堂（
☎
５
５
１・５
５
１
１
　

５
５
１・
５
５
１
２
　

info@
nogaku.jp

）へ
。

教
育
相
談
員（
嘱
託
職
員
）

▼
任
用
予
定
期
間
　
28
年
４
月
１
日

〜
29
年
３
月
31
日
　
▼
内
容
　
教
育

支
援
教
室
（
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
）

に
通
う
児
童・生
徒
と
そ
の
保
護
者
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
　
▼
対
象
　

臨
床
心
理
士
の
有
資
格
者
　
▼
定
員
　

１
人
　
▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、

面
接
　
▼
報
酬
　
月
額
18
万
４
、０

０
０
円

▼
申
込
み・勤
務
場
所・問
合
せ
　
市

販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

12
月
16
日
㈬
〜
28
年
１
月
８
日
㈮

（
消
印
有
効
）に
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒
８

７
０‒

０
０
４
８
　
碩
田
町
三
丁
目

５‒

11
　
☎
５
３
３・７
７
４
４
）へ
。

歴
史
資
料
館
の
市
民
学
芸
員

▼
活
動
内
容
　
来
館
者
へ
の
展
示
解

説
、
勾ま

が
た
ま玉
作
り
な
ど
の
体
験
講
座
の

指
導
、
古
文
書
の
資
料
整
理
な
ど
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
▼
対
象
　
歴

史
に
興
味
の
あ
る
人
、
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
生
か
し
た
い
人
　
▼
定

員
　
10
人
程
度（
先
着
順
）

▼
申
込
み・問
合
せ
　
電
話
で
、12
月

15
日
㈫
〜
28
年
１
月
31
日
㈰
に
歴
史

資
料
館（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）へ
。

公
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
の
登
録
者

　
登
録
制
で
、
必
要
な
と
き
に
随
時

採
用
し
ま
す
。

▼
勤
務
時
間
　
●
基
本
…
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
　
●
早
出
…
午
前
７
時

〜
午
後
３
時
30
分
　
●
遅
出
…
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
６
時
　
※
勤
務
地
に
よ

り
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
▼
勤
務

場
所
　
市
内
の
公
立
保
育
所
　
▼
業

務
内
容
　
保
育
業
務
　
▼
対
象
　
保

育
士
の
有
資
格
者
　
▼
登
録
方
法
　

書
類
審
査
、面
接
　
▼
賃
金
　
日
額
７
、

４
７
０
円
　
※
採
用
期
間
な
ど
は
、子
ど

も
保
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み・
問
合
せ
　
事
前
に
電
話

で
面
接
日
時
を
確
認
し
、
市
販
の
履

歴
書（
写
真
貼
付
）、
保
育
士
証
の
写

し
を
持
参
し
、直
接
、子
ど
も
保
育
課

（
本
庁
舎
１
階
11
番
窓
口
　
☎
５
８

５・６
０
１
５
）へ
。

臨
時
給
食
調
理
員

（
日
々
雇
用
）の
登
録
者

▼
勤
務
日
　
職
員
の
休
暇
代
替
と
し

て
、小
学
校
か
ら
要
請
の
あ
る
日
　
※

登
録
後
、長
期
雇
用（
１
年
以
内
）に
な

る
場
合
あ
り
　
▼
勤
務
時
間
　
午
前

８
時
10
分
〜
午
後
４
時
40
分
（
勤
務

場
所
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り
）　
▼

勤
務
場
所
　
市
内
の
小
学
校
　
▼
内

容
　
学
校
給
食
の
調
理
、配
膳
、食
器

洗
浄
な
ど
　
▼
登
録
方
法
　
書
類
、

面
接
　
▼
賃
金
　
日
額
６
、９
６
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ
　
事
前
に
電
話

で
面
接
日
時
を
確
認
し
、
市
販
の
履

歴
書（
写
真
貼
付
）、印
鑑
、銀
行
通
帳

（
本
人
名
義
の
も
の
）を
持
参
し
、
直

接
、
教
育
総
務
課
（
第
２
庁
舎
４
階
　

☎
５
３
７・５
７
８
１
）へ
。

第
67
回
県
立
芸
術
緑
丘

高
等
学
校
美
術
制
作
展

　
県
立
芸
術
緑
丘
高
等
学
校
の
美
術

科
の
生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
油
絵
、

日
本
画
、彫
刻
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
会
期
　
12
月
22
日
㈫
〜
27
日
㈰
　

▼
開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６

時（
た
だ
し
、
12
月
27
日
㈰
は
午
後
４

時
ま
で
）　
▼
そ
の
他
　
会
期
中
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
も
併
せ
て
無
料
で
す
。

▼
場
所・問
合
せ
　
市
美
術
館（
☎
５

５
４・５
８
０
０
）

第
15
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験

講
座「
土
面
作
り
」

▼
日
時
　
28
年
１
月
16
日
㈯
　
午
前

９
時
30
分
〜
、
午
後
２
時
〜
　
▼
定

員
　
各
70
人（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
　

１
４
０
円（
材
料
費
）　
▼
持
参
品
　

古
タ
オ
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋

▼
申
込
み・
場
所・
問
合
せ
　
電
話

で
、
12
月
18
日
㈮
か
ら
歴
史
資
料
館

（
☎
５
４
９・０
８
８
０
）へ
。

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

「
６
次
産
業
化・商
品
づ
く
り

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
！
」

▼
日
時
　
28
年
１
月
20
日・27
日
（
水

曜
日・全
２
回
）　
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　
▼
内
容
　
商
品
開
発
の

進
め
方
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
と
ネ

ー
ミ
ン
グ
、販
売
の
現
場
に
つ
い
て
解

説
　
▼
講
師
　
岩
本 

礼
二
氏
（
イ
ワ

モ
ト
企
画
　
代
表
）・
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市道の確認に『おおいたマップ』をご利用ください　市ホームペー
ジのおおいたマップ（地図情報サービス）で市道のおおよその位置と
路線名の情報を提供しています。	 問土木管理課（☎537-5992）

市税の納付は便利で確実な口座振替（自
動払込）をご利用ください	 問納税課 

（☎537-5611）　問国保年金課（☎537-5616）

市民図書館（☎576-8241）

『ゆうびんやさんおねがいね』
サンドラ・ホーニング／文
バレリー・ゴルバチョフ／絵
なかがわ	ちひろ／訳
『おにのめん』

川端	誠／作

市民図書館所蔵の
子どもに 　

おすすめの絵本

12H27.12.15



市民健診、結核・肺がん検診、肝炎ウイルス検診、長寿スマイルチェック、
大腸がん検診、喀

かく

たん検査＊、前立腺がん検診＊（＊は各500円）
月　日 場　所 時　間 大腸がん

1/  5㈫
長 谷 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
米良公民館（滝尾）午後1時～1時30分 ○

1/  6㈬
片 島 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
かたしま台自治区公民館 午後1時～1時30分 ○

1/  7㈭ 南 下 郡 公 民 館
午前9時30分～11時15分 ○
午後1時～1時30分 ○

1/  8㈮ 大 分 南 部 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
1/12㈫ 森 岡 校 区 公 民 館 午前9時30分～11時 ○

1/13㈬ 滝 尾 校 区 公 民 館
午前9時30分～11時15分 ○
午後1時～1時30分 ○

1/14㈭
下郡校区公民館（北下郡公民館） 午前9時30分～11時 ○
桜 坂 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

1/15㈮
東浜2丁目公民館 午前9時30分～11時 ×
岩田団地第一集会所 午後1時～1時30分 ○

1/18㈪
今 津 留 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
西 新 地 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

1/19㈫
津 留 校 区 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
裏 川 団 地 集 会 所 午後1時～1時30分 ○

1/20㈬ 岩 田 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ×

1/21㈭
津 留 小 学 校 午前9時30分～11時 ○
花 津 留 公 民 館 午後1時～1時40分 ○

1/22㈮ コ ン パ ル ホ ー ル 午前9時30分～11時 ○

1/25㈪
大津町1丁目公民館 午前9時30分～11時 ○
大 空 団 地 集 会 所 午後1時～1時40分 ○

1/26㈫
三 川 上 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
三 川 下 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

1/27㈬
桃 園 団 地 公 民 館 午前9時30分～11時 ○
千 歳 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

1/28㈭
山 津 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ×
桃 園 校 区 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

1/29㈮
高 城 南 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ×
仲 西 公 民 館 午後1時～1時30分 ○

（1）   市民健診　■対象：35歳以上　■負担金：35歳～27年度中
に39歳になる人は1,500円、27年度中に40歳以上になる人
は加入している医療保険により異なります。　■その他：受
診時間の4～5時間前から食事はお控えください。

35～39歳の皆さんへ　肥満などの生活習慣病につながる原因を
かかえている人が多い年代です。ぜひ、健康診断を受けましょう。

（2）  肺がん検診　■対象：40歳以上（65歳以上の人は結核検診）
　 ■負担金：無料

（3）  喀たん検査　■対象：50歳以上で喫煙指数（1日の喫煙本
数×喫煙年数）が600以上の人　■負担金：500円

（4）  肝炎ウイルス検診　■対象：27年度中に40歳になる人ま
たは41歳以上で過去に肝炎ウイルス検診を受けていない人

　　■負担金：無料
（5）  前立腺がん検診　■対象：50歳以上（経過観察中の人は除 

く）　■負担金：500円
（6）  大腸がん検診　■対象：40歳以上（家族の容器も持ち帰り

可、（公財）県地域保健支援センター 大字駄原2892-1 ☎532-
2167でも平日に容器の配布と回収を受け付けます）　■負担
金：無料

（7）  長寿スマイルチェック　■対象：65歳以上で介護認定を受
けていない人　■負担金：無料 注もご覧ください。

1 骨粗しょう症検診（500円）2
月　日 場　所 月　日 場　所
1/  5㈫ 東稙田校区公民館 1/20㈬ 明 治 明 野 公 民 館
1/  7㈭ 賀 来 校 区 公 民 館 1/22㈮ 高 崎 公 民 館
1/12㈫ 桃 園 校 区 公 民 館 1/25㈪ 森 岡 校 区 公 民 館
1/14㈭ 下郡校区公民館（北下郡公民館） 1/26㈫ 春 日 校 区 公 民 館
1/15㈮ 南 下 郡 公 民 館 1/27㈬ 三 川 下 公 民 館
1/19㈫ 明 治 明 野 公 民 館 1/28㈭ 青 葉 台 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：27年度中に満40歳・45歳
・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる女性 注もご覧ください。

胃がん検診（1,000円）3
月　日 場　所 月　日 場　所
1/14㈭ 三 佐 校 区 公 民 館 1/25㈪ 下郡校区公民館（北下郡公民館）
1/19㈫ コ ン パ ル ホ ー ル 1/26㈫ 松 が 丘 公 民 館
1/20㈬ 緑が丘中央公民館 1/27㈬ 敷 戸 校 区 公 民 館
1/21㈭ 小佐井校区公民館 1/28㈭ ひばりケ丘公民館
1/22㈮ 桃 園 校 区 公 民 館

■時間：午前9時～10時　■ 対象：40歳以上の人　■ その他：検診
前夜午後9時から食事、水、茶などを一切とらないでください（薬を
服用する場合は、水または白湯で、検査の2時間前まで）。金具やボタ
ンのない衣服を着用してください。 注もご覧ください。

乳がん検診4
月　日 場　所 月　日 場　所
1/  5㈫ 東稙田校区公民館 1/19㈫ 明 治 明 野 公 民 館1/  6㈬ 歴 史 資 料 館 1/20㈬
1/  7㈭ 賀 来 校 区 公 民 館 1/22㈮ 高 崎 公 民 館
1/  8㈮ 城 南 中 学 校 1/25㈪ 森 岡 校 区 公 民 館
1/12㈫ 桃 園 校 区 公 民 館 1/26㈫ 春 日 校 区 公 民 館
1/13㈬ 第 一 博 愛 寮 1/27㈬ 三 川 下 公 民 館
1/14㈭ 下郡校区公民館（北下郡公民館） 1/28㈭ 青 葉 台 公 民 館
1/15㈮ 南 下 郡 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：27年度中に満30歳以上の
偶数年齢になる人または26年度中に満30歳以上で検診未受診の人　
■定員：各60人（先着順）　■負担金：満30歳以上50歳未満1,600円

（マンモグラフィー撮影2方向と視触診）、満50歳以上1,200円（マンモ
グラフィー撮影1方向と視触診） 注もご覧ください。

子宮頸がん検診（1,000円）5 けい

月　日 場　所 月　日 場　所
1/  5㈫ 東稙田校区公民館 1/19㈫ 明 治 明 野 公 民 館1/  6㈬ 歴 史 資 料 館 1/20㈬
1/  7㈭ 賀 来 校 区 公 民 館 1/22㈮ 高 崎 公 民 館
1/  8㈮ 城 南 中 学 校 1/25㈪ 森 岡 校 区 公 民 館
1/12㈫ 桃 園 校 区 公 民 館 1/26㈫ 春 日 校 区 公 民 館
1/13㈬ 第 一 博 愛 寮 1/27㈬ 三 川 下 公 民 館
1/14㈭ 下郡校区公民館（北下郡公民館） 1/28㈭ 青 葉 台 公 民 館
1/15㈮ 南 下 郡 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：27年度中に満20歳以上の
偶数年齢になる人または26年度中に満20歳以上で検診未受診の人　
■その他：子宮頸部の細胞診になります。 注もご覧ください。

休日検（健）診6
月　日 場　所 時　間
1/17㈰ 大 在 公 民 館 午前9時30分～11時

休日検（健）診では、1～ 5の各種検（健）診を実施します。
※対象・負担金は、1～ 5を参照。 注もご覧ください。

■持参品：健康手帳と保険証（健康手帳は、検（健）診会場や県
地域成人病検診センター、（公財）県地域保健支援センターな
どにも置いています。）1の（1）を受診する人で、27年度中に
40歳以上の人は各保険者が発行する受診券も必要。
※ 1～6の各種検（健）診は、どこでも都合のよい場所（公民館
　など）で受診できます（車での来場はお控えください）。また、
　受診回数は1年度（4月から翌年3月まで）各1回のみです。
※前述の各種検（健）診が無料になる人　
　◎ 後期高齢者医療被保険者証または高齢受給者証を持っ
　　ている人（当日持参）
　◎生活保護診療依頼証を持っている人（当日持参）
　◎ 市民税非課税世帯の人［受診日の3日前までに保健所

健康課（☎536-2562）へ連絡してください。］

1～ 6 	共通　検（健）診時の注意事項注

地区での健診を受けられなかった35歳以上の人は、県地域成人病検診センター（☎569-2211）で、下記 1の検（健）診を受診でき
ます（大腸がん検診を除く）。［年末・年始について］12月28日㈪～28年1月4日㈪は休業しています。
受付日時【平日】午前9時30分～11時30分、午後1時30分～2時30分　【休日】1月23日㈯・24日㈰　午前10時30分～11時30分

15 H27.12.15

●乳幼児健診・講座・教室（保健所健康課☎536-2516）
●休日夜間当番医テレホンサービス☎534-4488　医療機関案内テレホンサービス☎534-4489

健診・教室への参加の際は検温し、発熱や感染症の症状がある場合は、参加をお控えください。

1歳6カ月児健康診査・個別通知
（身体診察・歯科診察、フッ化物塗布*、相談） 無	料

月　日 地　区 場　所 対　象
1/  8㈮ 大在地区 大在市民センター2階 26年5～6月生まれ
1/12㈫ 稙田・野津原地区 稙田市民行政センター2階

26 年 6 月 生 ま れ
1/14㈭

大分地区 保 健 所 ３ 階1/19㈫
1/26㈫
1/28㈭
1/20㈬ 鶴崎地区 鶴崎市民行政センター3階
1/25㈪ 大南地区 大南市民センター2階 26年5～7月生まれ

■時間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、1歳6
カ月児健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれた2歳
未満の未受診者も受診可 *フッ化物塗布（希望者は400円必要）

3 歳児健康診査 無	料
月　日 地　区 場　所 対　象
1/  6㈬ 鶴崎地区 鶴崎市民行政センター3階

24 年 8 月 生 ま れ

1/13㈬
1/  7㈭

大分地区 保 健 所 ３ 階1/15㈮
1/21㈭
1/22㈮
1/27㈬ 大在地区 大在市民センター2階
1/29㈮ 稙田・野津原地区 稙田市民行政センター2階

■健診内容：測定、内科・歯科診察、尿・視聴覚検査、相談　■時
間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、3歳児
健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれた4歳未満
の未受診者も受診可

すくすく赤ちゃんルーム（育児教室） 無	料
月　日 場　所 月　日 場　所
1/  8㈮ 大 分 南 部 公 民 館 1/25㈪ 保 健 所 3 階
1/12㈫ 鶴崎市民行政センター3階 1/19㈫ 坂ノ市市民センター2階
1/18㈪ 1/20㈬ 原新町こどもルーム1/13㈬ 明 治 明 野 公 民 館 1/27㈬
1/14㈭ 大南市民センター2階 1/21㈭ 稙田市民行政センター2階1/15㈮ 保 健 所 3 階 1/28㈭
1/18㈪ 1/22㈮ 大在市民センター2階

■対象：27年1月～7月生まれの乳児と保護者（毎月１回、１歳に
なる月まで同じ場所での参加となります）　■時間：午前10時
～11時30分　■内容：親子遊び、育児について意見交換、健康
講話など　■申込み・問合せ先：先着順で受け付けます。往復は
がき（1組1枚）に希望月日・場所（第3希望まで）、郵便番号、住所、
乳児の氏名（ふりがな）、生年月日、性別、保護者氏名、電話番号
を記入し、12月15日㈫～22日㈫〈必着〉に子育て交流センター

（〒870-0839 金池南一丁目5-1 ☎576-8740）へ。

離乳食講習会 無	料
月　日 場　所 時　間
1/  8㈮ ホルトホール大分１階キッチンスタジオ 午後1時30分～3時
1/22㈮ 稙田市民行政センター2階 午前10時30分～正午1/26㈫ 鶴崎市民行政センター3階

■対象：27年7月～9月生まれの乳児の保護者　■内容：講義
と試食　■定員：各20人（先着順）　■持参品：母子健康手帳、
筆記用具　■申込方法：電話で、12月21日㈪からホルトホー
ル大分会場は中央保健センター☎536-2517、稙田市民行政セ
ンター会場は西部保健福祉センター☎541-1496、鶴崎市民行
政センター会場は東部保健福祉センター☎527-2143へ。

歯の健康診査
（歯科診察、相談、ブラッシング指導） 無	料

月　日 場　所 時　間
1/  6㈬ 鶴崎市民行政センター3階

午前9時30分～11時30分1/  7㈭ 保 健 所 3 階
1/15㈮ 稙田市民行政センター2階

■対象：乳幼児から成人　■持参品：自宅で使用している歯ブラ
シ、健康手帳（成人）、母子健康手帳（妊婦・乳幼児）　■その他：フ
ッ化物塗布（希望者〈未就学児のみ〉は400円必要）　■申込方法：
電話で、12月15日㈫から保健所健康課☎536-2517へ（予約制）。

歯の健康教室 無	料
①はじめての歯みがき教室（1歳歯科）
■日時：1月22日㈮　午前9時30分～11時10分　■場所：保健
所3階　■対象：26年10月～27年3月生まれの乳幼児
②よい歯を育てる教室（2歳歯科）
月　日 場　所 時　間
1/13㈬ 鶴崎市民行政センター3階

午前9時30分～11時10分1/18㈪ 保 健 所 ３ 階
1/29㈮ 稙田市民行政センター2階

■対象：25年2月～26年5月生まれの幼児
★内容：健康教育、歯科診察、相談、ブラッシング指導、フッ化物塗
布（希望者は400円必要）　★持参品：自宅で使用している歯ブラ
シ、母子健康手帳　★申込方法：電話で、12月15日㈫から中央保
健センター☎536-2517へ（予約制）。

予防接種実施医療機関の追加
医療機関名 所在地 接種項目

追 加 渡 辺 内 科 医 院 生 石 MR・麻しん・風しんの第2期のみ

健康講座「げんき教室」 無	料
■日時：12月16日㈬　午後2時～3時30分　■場所：県看護研
修会館（大字豊饒）　■内容：●講話と実技「リズムにのって健
康づくり」　●健康相談　●健康チェック（血圧測定など）　■
申込み：不要　■問合せ先：県看護協会☎574-7117

働く世代の女性支援のためのがん無料検診
■対象：27年4月20日時点で、大分市に住民登録をしている女性
で、下記の生年月日の人に無料クーポンを郵送しています。有効
期限は、28年1月31日㈰までです。早めの受診をお願いします。
■子宮頸がん検診　無料クーポン券対象者
年　齢 生　年　月　日
20歳 平 成 6 年 4 月 2 日 ～ 平 成 7 年 4 月 1 日

■乳がん検診　無料クーポン券対象者
年　齢 生　年　月　日
40歳 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

■問合せ先：保健所健康課☎536-2562

休日や夜間に体調が悪くなった場合は…
　まず、かかりつけ医に相談してください。かかりつけ医が
ない場合や連絡がとれない場合は、休日・夜間当番医、救急病
院に電話で体調を説明し、相談のうえ受診してください。
※ 休日・夜間当番医はテレホンサービスや市ホームページで

お知らせしています。
※ 子どもが病気やケガで心配なときや、病院に行くべきか判

断に迷ったときは、県こども救急電話相談（☎503-8822
または#8000）をご利用ください。

■テレホンサービス（24時間対応）
　○休日・夜間当番医案内　☎534-4488
　　 ▼休日当番医　診療時間…午前8時30分～午後5時
　　 ▼夜間当番医　診療時間…午後5時～午後10時
　　　　　　　　　 （大分市小児夜間急患センターは 

午後8時～午後10時）
　○一般医療機関案内　☎534-4489
　　 最寄りの医療機関を音声案内に従って探すことができ

ます。かかりつけ医を探すためにもご利用ください。

■大分市小児夜間急患センター
　　☎574-7876　 567-5250
　　 ▼場　　所…大字宮崎1415番地
　　　　　　　　（県地域成人病検診センター敷地内）

　 　 ▼診療時間…午後8時～午後10時
　　※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

問保健所保健総務課（☎536-2222）

14H27.12.15
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表紙の
言葉

今年からはじまった大分駅府内中央口広場から中央通りまで続く、「おおいた光のファンタジー
2015～星降るアベニュー～」。建物や街路樹、街灯に取り付けられた白や青のイルミネーションが、
まち全体を優しい光で包みます。今年の冬は大切な人と幻想的な空間で、思い思いの時間を過ごし
てみませんか。（期間：～28年１月31日㈰　点灯時間：午後５時～11時30分）

大分市民が「大分に行く」といえばここ。まちが大きく生まれ
変わる中、愛され続ける 11 の商店街の魅力をシリーズで紹介
します。

昔も今も愛される

　末広町から国道 10 号を越えて昭和通り（国道 197 号）
まで、南北に広がる西新町通り。江戸時代には府内城下
町と肥後街道を結ぶメーンストリートとして栄えた通り
です。
　大正から昭和にかけて、通りには２つの映画館「喜楽館」
と「アポロ館」が並び、文化の発信地でもあり、人々が
集うコミュニティーの場でもありました。現在の通りに
並ぶのは、小売店をはじめ飲食店、金融機関、語学学校
などさまざまなジャンル。県立美術館から、商店街、大
分駅へと、文化・商業・人が出会う場所となっています。

第８回 西新町通共栄会

　西新町通りは江戸時代からの歴史があり、大友宗麟とゆかりのあ
る場所や国道の起終点となる場所があるなど、買い物だけでなく、
散策も楽しめる通りです。町内会や老人会などとも協力し、人との
交流も大切にしています。今後も歴史を生かしながら新たな魅力を
発掘し、文化や人に触れることで、歩くと豊かな気持ちになれる場
所をつくっていきたいと考えています。

西新町通共栄会

会長　佐々木　義郎さん

大道入口交差点に設置されてい
る、国道の起終点を示す表示と、
平成23年に撤去された大道陸橋
（田室橋）の記念碑

昭和 33年頃の映画館「喜楽館」
（現在「全労済ソレイユ」がある
場所）

に
ぎ
わ
い
と
豊
か
さ
が
出
会
う
ま
ち

西
新
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り

［応募方法］　はがきに答え、住所、氏名、年齢、電話番号と市報の感想を記入し、28年１月15日㈮〈必着〉までに広聴広報
課「クロスワードパズル係」（〒870－8504　荷揚町２番31号）へ。正解者の中から抽せんで５人に、高崎山自然動物園
のペア入園券と高崎山PRキャラクター「たかもん」グッズをセットでプレゼントします。
※なお、当せん者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

来年２月、「南蛮文化」をテーマに開催！
「豊後○○○芸術祭」
慶事における贈答品に添える飾り
笑う○○には福来る
豊後水道で採れる、昆布に似た海藻。
粘りが特徴です
100円で乗れるまちなか循環バス
「大分○○○○○」
詩を作る人
小麦粉を使った大分の郷土料理。薄く焼
いた生地に黒砂糖などをつけて食べます
子育て支援サービスに利用できる「おお
いた子育て○○○クーポン」
軽音楽などの楽団、楽隊。「マーチング○
○○」
たまにしか起こらないこと。めったにな
いこと
大分のソウルフードといえば「○○天」

シリウス、プロキオン、ベテルギウスは
「○○○大三角」
英語でscience（サイエンス）
「敷戸」。市にある地名です
野津原地区に今も残る参勤交代道路
「今市○○畳」
英語でprincess（プリンセス）
「ＯＩＴＡサイクルフェス!!!」は大分が
舞台の○○○○○レース
市民図書館には小説や雑誌などの○○
がそろっています
２、３人で馬を作り、別の１人が上に乗
って鉢巻きや帽子を取り合う「○○戦」
帆を張るために立てられた柱
今年開催されたアートフェスティバル
「おおいた○○○ンナーレ」
犬は放し飼いせずに、必ず○○○を付け
ましょう
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●市報への感想をお寄せください!! A B C D E F答え

お問い合わせ　広聴広報課　☎537-5713
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※	カギをヒントにマス目を埋めましょう。赤マスの中の文字を並べてできた言葉が今回の答えです。

ワードクロス
大分の魅力発見！

パ ズ ルパ ズ ル

年末 特別企画


